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菅野 暁氏 (物性研 )



















斉藤氏 (東大教養 ･物理 )
｡10月25日 KH2P()4型強誘電体の動的性質にっいて






011月 1日 生体高分子の構造 と機能発現の関連性
今堀氏 (東大理 ･生化 )
-213-
ニ ュ - ス
011月8日 電子相関 (Singwiの近似について)
有沢氏 (東大教養 ･物理 )
011月15日 Helix-Coil転移 と核酸のになう情報
伏見氏 (東大理 ･物蛙 )
011月22日 AtomicCoherentrepresentaion





























(225) 1. ZoltdnRdczandMalcolm F.Colins
AVacancyMechanism forlsingCriticalDynamics
(226) 1. KazumiMakiandCュlia-RenHu





BOUNDED AND fNHOMOGENEOUSISING MODELSlL

























































物 性 小 委 員 会 議 事 録







上川友好 (山形大理 ),真隅泰三 (東大教養 ),間淑正一 (九大理 ),
甲山正敏 (九大教養 ),三井惟靖 (北大理 ), 益田義賀 (名大理 ),











久保亮五 (東大理 ),松原武生 (京大埋 ),伊達宗行 (阪大理 ),横田伊佐秋







最下位が多数な時のや り方を考慮すべきだ (甲野 ),前回の物小委の選挙の時,物性
グ/レ-プの各人が有権者である百人委員に対 し,その要望を伝える機会があることが絶
体に必要だという議論があったが,上の諸題挙ではそのような機会がなかったにもかか
わらず同じ議爺がでなかったのは理解に苦 しむ (和田 )との意見がでた｡後の問題につ
いては,物小委 と他の委員では選挙の内容が兵る(宮原 ),時期が決っている(芳田),
問題 と考える人が異議を出すべきだ (白鳥 )等の反論があったが,今後選挙方法は精神





(佐々木 ),物性研生るか えゝも考えられるがよくない(芳田 ),物性研連を作るべき
だ (佐々木 ),単発的議論に終 らないため学会の時に物小委をやると費用をそれほど倭
うことなく回数を増やせる(森田 )等の議論があったが,決算 と予算はそのま 承ゝ認さ
れた｡
3.特定研究 ｢物性の制御｣(芳田 )
初年度の9名のうち4名 (芳軌 伊達,豊沢,沢田 )が残 り,物小委で推薦 した新委
員 5名 (上田正康 , 森田,夷隅･安達,可知 )を加えて9名で審査したo自己分の精神は
初年度と同じである｡申請金額に対して配分金額は 1/6,件数では 1/4であった｡















が許せば回数 も増やしたい(宮原 ),分担金 を1.370固定せず必要観 を請求すべきだ






























連より小野 (委員長 ),力藤 ,西川,豊沢,山口,尾中,結晶研連より高良,､星埜,竹
内,飯高, INSORよ り佐川の各氏がでている｡以下の事項を検討している｡ (1) 現
存の研究所,特に核研 との関係｡高エネ/レギー物理グループは･理念に賛成し,建設に協
力はするが,高エネルギー実験 としてはエネルギーが不足するので独白の将来計画と考
えていない｡核研の高エネルギーグ′レー プの 1/3はP｡F.に移る｡ (2) INSORグ′レ
ープ,物性研 との関係｡ INSORは無関係で核桝のESの寿命がきたら injectorを取替
えて研究を続けるという方向と,INSORグ′レー プが発展的にP.F.になるという方向が
あるが,いづれにせよP.F｡計画は INSORグループにも利益となるだろう｡ (3) 結晶
研 との関係｡統一見解はないが, P･F.ができるなら結晶桝の発足が遅れてもやむを得






下に運営協議会 とSchdule委員会 をお く.運営協議会は建設期には所内と研連推薦の










ープの仕事は評他 できない,装置でなく人が問題だ (真隅 )というINS(二択グループに
たいする批判が述べられた｡さらに高エネルギーグループは自分達の計画 とは考えない
というが,予算 150億の仕事がそのような考 え方でできるであろうか｡サービスの約
束が続 く保証があるか, (和田 )核桝の人でも装置の製作は必ず しも安心できない,(佐





P･F.以外 にも長い目でみて考えるべき重要な問題がある, (真隅 )何故大きい大学
に金 と人が集中するかといった問題を考える上でも物性研究の実体を調べることを提案











編 集 後 記
ここしはらく原稿不足に悩まされる事なく編集の仕事 も順調に行 くか と思われました
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